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不適合の 

概要 

 

（発生状況） 

平成 26 年３月 10 日午前８時 20 分頃、荒浜側共用設備である新設補助ボイラー建

屋（非管理区域）において、建設中の補助ボイラー設備の試運転中に、ボイラーの

給水タンク＊１の水位ならびに非放射性ストームドレンサンプ＊２の水位が変動して

いることを示す警報が発生しました。このため、ボイラーの管理をする運転員が現

場を確認したところ、同建屋２階にある給水タンクに外観上の異常はなく、その周

辺等に水漏れは認められませんでした。一方、同建屋地下１階の非放射性ストーム

ドレンサンプピットから水が溢れ、非放射性ストームドレンサンプピット室内に水

が溜まっていることを確認しました。 

当該サンプピットから溢れた水の量は、約 47,600 リットル（７ｍ×8.5ｍ×約 0.8

ｍ）と推定しています。 

 

その後、現場の運転員が異音を聞いたことから、現場を調査したところ、当該ボ

イラー設備の給水タンクが大きく変形していることを確認しました。 

 

 ボイラーについては、漏えいを確認後、速やかに運転を停止しました。 

 

（安全性、外部への影響） 

 漏えいした水に放射性物質は含まれておらず、外部への放射能の影響はありませ

ん。 

 

＊１ ボイラーの給水タンク 

蒸気の元となる水（非放射性）を貯めておくタンク 

 

＊２ 非放射性ストームドレンサンプ 

 放射性物質を含まない水を一時的に貯めておくためのもの 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 

安全上重要な機器等 ／ その他設備 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 

■ 法令報告不要 

□ 調査・検討中 

対応状況 

 

漏えいについては、ボイラーの運転停止に伴い、停止しております。 

 

水の漏えいは、給水タンクのオーバーフロー配管を通じ、サンプピット室内へ漏れ出

たものと推定しておりますが、漏えいに至った原因ならびにタンクの損傷に関する原因

については、現在調査中です。 
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新設補助ボイラー建屋２階　　損傷が確認されたタンク

新設補助ボイラー建屋地下１階　水漏れ状況
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